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れる。また、材齢 ~n I二iにおいて若干強度が増加しているが、材齢 7口の強度とほぼ等しい程度にとどまって
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材比が 25'%で温度履歴の最高温度i-20 oCおよび 70oCeし 立
た場合の結果を示している。試験環境は、温度 20oC、湿度 R
70%である O なお、クリープ試験における載荷応力は、 28日 ! 
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純子L直径 (μm)
凶 § 細子し分布
nmでピークを持つ分布になっているのに対して、 70"Cの高
温履歴を受けたコンクリートでは、そのピークは消滅し、 10nm以下の小さなl直作の細孔脊積が多くなり、
構造が級密化していることがわかる O 以土の結果から、乾燥収縮およびクリープに大きな影響を及ぼす細孔
は直径がlOnmから 2μmの毛細管空隙であるといえる。
4. まとめ
本研究で得られた結果をまとめると次のようになる。
1) IiO oC以仁の温度履歴を与えると、材齢7日で圧縮強度はほぼ最大となる0
2)材齢28日以後の圧縮強度は、段高温度がf晶、方が大きL、。
み乾燥以縮とクリープは、高温履歴を受けると小さくなる O
1)高混版H査を受けると、直径lOnmから2mmの細子しが減少し、構造が級統化する O
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